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分科会名

完全資源・物質循環による地球環境再生計画

Sustainable Resources Circulation for Global Environment

概要

温室効果ガスの削減や地球環境の清浄化に向けて、資
源・物質循環の構築が不可欠である。

本分科会では、資源・物質循環構築を実現するため、
カーボンリサイクル等の資源・物質循環による温室効果ガ
ス削減技術、省資源化技術、環境浄化技術、循環プロセス
実現のための省・創エネ技術の革新的な研究開発とMS目
標を検討する。
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生物多様性の維持・
創出

環境中立な都市の実現資源要求の劇的削減

インフラ・フリー＆
環境中立で最高水準
の生活を実現

⑮2050年ま
でに環境中
立で最高水
準の生活を
可能とする
大都市の実
現

(SDG11.3)

現在の1/10の資源要
求で、生活水準が維
持・向上できる技
術・体制の実現

⑨2050年ま
でに、現在
の1/100の
資源ロスで
現在の生活
水準が維持
可能な工業
生産・利用
の実現
(SDG8.2)

⑰2050年ま
でにテラ・
フォーミン
グ技術を確
立

環境中立な食料需給
サイクルの地球規模
での実現

⑬2050年ま
でにフー
ド・ロスを
なくし、全
ての人々に
必要な食料
を効率的に
届ける

(SDG12.3)

環境中立な産業・生
活サイクルの地球規
模での実現

⑫2050年ま
でに完全資
源・物質循
環の達成
（SDG9.4, 
8.4)

資源の完全循環

⑪2060年ま
でに持続可
能なエネル
ギー独立の
達成
（SDG7.3)

⑩2040年ま
でに、単位
計算量当た
りエネル
ギー消費を
1/1000に

⑭2050年ま
でに地球上
からの「ゴ
ミ」の廃絶

(SDG2.4, 
12.5)

地球環境を回復させながら都市文明を発展させる

⑯2050年ま
でに生物多
様性を増大
させる農業
を地球規模
で実現

注１：ＵＮ、World Economic Forum、Ｘ Prize Foundation等との国際連携を積極的に行う。
２：環境中立とは、排出権を取引などを行わないで、環境負荷がゼロの状態。
３：ミッション目標例については、今後専門家ヒアリングや国際シンポジウムにおける議論を踏まえ更に精査し、必要に応じ見直す。
４：各ミッション目標の達成に向けた研究開発は、技術開発だけでなく、人文社会科学系の研究者を含め、社会実装を前提とした実証的な研究開発
を積極的に推進する。

資源 都市

自然との共存

自然環境
目
指
す
べ
き
未
来
像(

枠
組
み)

ミ
ッ
シ
ョ
ン
目
標
例

(

Ｍ
Ｓ
目
標
例)

ビジョナリー会議２５の目標例との関連

⑫を中心に、⑨⑩⑪⑭を関連させた分科会を計画
⑫⑨⑩⑪⑭のいずれも、ＳＤＧ１３（気候変動に具体的な対策を）やＳＤＧ１４（海の豊かさを守ろう）とも関連する。 3



分科会４ 完全資源・物質循環による地球環境再生計画

現在 ２０５０年頃

資
源
採
掘

製
造CO2放出

製造
利用

再
利
用

循環

温暖化

廃棄 クール＆クリーン
の実現

採
掘
削
減

利
用

＜現状認識＞
・産業革命以降､我々人類は､資源採掘→製造→消費→廃棄によって繁栄を謳歌してきた。
・その結果､CO2等による温暖化を招き､廃棄により環境に対して負の影響も与えてきた。
・省資源・省エネやリサイクル促進により改善するも､本来の姿への回復には至っていない。

＜目指す姿＞
・2050年頃に温暖化を克服した､クールアース社会を実現する。
・2050年頃に使用済み製品や副生物の廃棄をなくした､クリーンアース社会を実現する。

＜取り組み＞
・使用済み製品や副生物を転換･再利用して､資源・物質を循環させる。
・具体的には､温室効果ガスであるCO2などや､プラスチックなどの循環に取り組む。
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我が国のこれまでの省資源・省エネへの取り組み

・高度成長期以降世界をリードして一貫して取り組み、大きな成果もある。
・しかしながら温暖化は止まらず、海洋をはじめ汚染も止まってはいない。
・従って、省資源・省エネは継続的に取り組みつつも、加えて循環社会へ
早急な移行が必要。

我が国のＧＤＰ成長とエネルギー効率の推移
（経済産業省資源エネルギー庁 エネルギー白書2019 より）

エネルギー消費効率の各国比較
（左同）
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排出量：V
億ｔ/年Global

温暖化係数：K
(CO2を1として)

温暖化影響
＝V×K

ＣＯ２ 350 1 350

ＣＨ４ 3 21 63

Ｎ２Ｏ 0.1 310 31

ＨＦＣ’s 0.1> 12～14800 10>

ＰＦＣ’s 0.1> 7400～17300 10>

ＳＦ６ 0.1> 22800 10>

クールアース

温室効果ガスの影響度

・ＣＯ２の影響が圧倒的に大きい。
・加えて、ＣＨ４やＮ２Ｏなども一定の影響がある。
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温室効果ガス濃度の推移
IPCC第5時報告書より

温室効果ガスの排出量と大気中濃度、気温の推移

世界の年平均気温偏差（気象庁データ）
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炭素循環への取り組み

ＣＯ２の回収から、ＣＯ２を有益なモノに転換して利用するところまでの、
ＣＣＵＳ（Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage）を通した炭
素循環社会を目指す。

燃料 燃焼炉

CO2回収

ＣＣＳ

ＣＣＵ

大気

CH4､ﾒﾀﾉｰﾙ

ｱﾙｺｰﾙ
ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ

ｵﾚﾌｨﾝ
他

炭酸塩

化学品

建設材

H2

＋
触媒
＋
･熱
･光(人工光合成)
･微生物

CO2 400ppm
N2 79%
O2 21%

･ｱﾙｶﾘ吸収
･ｱﾐﾝ吸収､吸着
･分離膜

CO2>98%

排ｶﾞｽ
CO2 数~20%

CO2フリー

CO2貯留

CO2転換利用

燃料

8



国内一般廃棄物量と処理状況 （産業管理協会資源リサイクル促進センター統計より）

・4000～5000万ﾄﾝの廃棄物が、家庭その他から排出されている。
・うち、約1000万ﾄﾝがプラスチックである。（次ページ）

クリーンアース
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（プラスチック循環利用協会統計より）

廃プラスチックの国内処理状況 海洋流出（数万ﾄﾝ/年）を除く

（約100万ﾄﾝ/年の輸出を含む）

・単純焼却や埋立が減少し、サーマルリサイクルが増加してきた。
・マテリアル・ケミカルサイクルも少しづつ増えてきた。
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海洋プラスチックゴミ流出量（2010年現在）

Science, 347, 768-771 (2015)より

海洋流出量合計 Ｍｉｎケース
４８０

Ｍａｘケース
１,２７０

国別流出量 1位
2
3
4

20

30

中国
インドネシア
フィリピン
ベトナム

アメリカ

日本

１３２
４８
２８
２８

４

２

３５３
１２９
７５
７３

１１

６

（単位：万ｔ/年）

・・・

・日本からの流出は、世界の中では相対的に少ない。
・しかしながら、2～6万ﾄﾝの絶対量は大きいと捉えなければならない。

11

・・・



分解性プラスチック普及像

生産・消費 処理

＜汎用用途＞
難分解性プラ
（従来プラ）

＜特殊用途＞
分解性プラ

マテリアルリサイクル

ケミカルリサイクル

サーマルリサイクル（単純焼却含)

埋立て

環境流出 Ｈ２Ｏ ＋ ＣＯ２

自己分解

予想される未来像
・難分解性プラ→環境流出させない施策・管理
・分解性プラ →環境流出させない施策・管理＋流出しても自己分解。

×
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ＣＯ２地球再生

汚泥

炭素資源

窒素資源

廃プラ廃棄物資源

廃油メタル資源

ＣＨ４

Ｎ２Ｏ

ＮＯＸ

回収

利用

クールアース

クリーンアース マテリアルリサイクル
ケミカルリサイクル
サーマルリサイクル
廃棄（海プラ含む）

・・・

・・・

（目的） （対象） （手法）

貯留

まとめ
・2050年頃の地球環境再生とその後の持続可能な社会形成を目指して､
今後最大10年後の中間目標を設定してムーンショット型事業を推進する。

・具体的には、クールアースとクリーンアースの２つを目的として、
炭素など様々な資源の循環に寄与する研究開発を進める。
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分科会４完全資源・物質循環による地球環境再生計画

ご清聴ありがとうございました。
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現在 ２０５０年頃

資
源
採
掘

製
造CO2放出

製造
利用

再
利
用

循環

温暖化

廃棄 クール＆クリーン
の実現

採
掘
削
減

利
用
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Fossil
Resource

Power Plant Manufacturer Consumer

Waste

議論される技術の範囲の一例（炭素の循環）【現在の主な取り組み】

CO2

CCU

CO2

CCU

Thermal
Recycle

Material
Recycle

CCS

Ocean
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Fossil
Resource

Power Plant Manufacturer Consumer

Decomposition

Waste

Ocean

議論される技術の範囲の一例（炭素の循環）【ＭＳでの挑戦範囲案】

CO2

CO2

CCU

CO2

Storage

CCU

Thermal
Recycle

Material
Recycle

CCS

DAC DACDAC
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